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１． 研究背景・目的 

 カーボンナノチューブ(以下 CNT)は優れた

機械強度や熱伝導性、電気特性などを持ってい

るため、様々な分野において応用が期待されて

いる物質である。しかし、CNT 同士の相互作用

によってバンドル化してしまうなどの扱いづ

らさや、価格の問題などの課題が残っている。

そこで、既存の物質に CNT を分散させること

で複合材料を作製し、CNT の特性を活かそう

という研究が行われている。本研究では、紙と

CNT の複合材料を作製する中で偶然発見され

た[1]ヒドロゲルに関して、新規材料の開拓およ

びゲル架橋のメカニズム解明を目的としてい

る。このヒドロゲルは CNT の直径と分散剤の

大きさに依存していると考えられており

(Fig.1)、現在 CNT は直径約 0.8 nm の CNT と

数種類の分散剤でのゲル化を確認している[2]。

今回の報告では、新たに発見した CNT と分散

剤の組み合わせによるゲルついて報告する。 

 

２．実験と結果 

 今回報告する新規ヒドロゲルは、SG101-

CNT(直径 2 nm – 3 nm)とタンニン酸(大きさ 2.5 

nm 程度)による CNT 水分散液の調整中に発見

された。ゲル化手法としては、上記の混合液を

超音波分散し、その後 60 ℃で加熱する形であ

る(Fig.2)。このゲルは可逆性であり、ゲルを再

び超音波分散することでゾル化が可能である。 

 材料の濃度とゲル化の関係を調べるために、

様々な濃度でヒドロゲルの作製を行った。その

結果、先行研究で報告されているヒドロゲルに

比べ、ゲル化に必要な CNT や分散剤の濃度は

共に少ない結果となった。これは(6,5)CNT や

CG300-CNT に比べて SG101 の長さが約 400

倍となっているためだと考えられる。本研究で

はゲル化に成功したタンニン酸によるCNTヒ

ドロゲルの諸特性に関して調査を行った。詳細

は講演にて述べる。 

 

Fig.1 Network structure of CNT and tannic acid. 

 

Fig.2 CNT hydrogel. 
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